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ジャパンクラブの2018年度第24回定期総会は1月21日（日）午前

11時よりサウス・サンフランシスコのバスク文化センターで

開催されました。主な議事としては、 ① 2017年度決算報告及

び承認、 ② 2018年度予算案及び承認、 ③ 2017年度事業報

告及び承認、 ④ 2018年度事業計画案及び承認、⑤ 2018年

度理事候補の紹介と承認でした。何れも委任状に加え満場一

致の拍手をもって可決されました。 

続いて新年会が始まりました。全員で宇田川雅子さんの指揮

のもと「年の始め」を歌い、来賓のサンフランシスコ日本領

事館の作田領事に音頭を取って頂き、日本酒で乾杯をしまし

た。その際、作田領事から以下の内容のご挨拶を頂きまし

た。 

「日本人及び日系人が主体となっている組織で災害時にその

会員の被害状況を確立された連絡網にて確認し、援護団体の

手が届く前にお互いに助け合うと云う組織は当地のみならず

米国の他に地に於いても無いのではないか。 当館もこの様

な団体と密接な関係を持ち相互の連絡を密にして災害時には

速やかに連絡を取れる様致します。 これからもジャパンク

ラブ としては会員を増やし、より大きな団体として発展する

様願っております。」 

次に総会に初めて出席された長谷川泰さんに

ご挨拶をお願いしました。長谷川さんはなん

と去年末の京都祇園での高校の同窓会に行っ

た後、本物の祇園精舎の鐘の声が聞きたいと

突如思い立ってインドに行き、ついでに沙羅

双樹の花の色まで確認されたそうです。すべ

てレンタカーで回られて、インドの交通常

識に従ってクラクションを鳴らしっぱなし

だったそうです。 

続いて余興です。新理事のクリスティ恭子

さんと石塚イザベルさんによる日本舞踊三

差しのご披露がありました。お二人の優雅

な踊りに全員がうっとり見惚れ、すっかり正月気分に浸れま

した。 

お食事のメニューは人の頭くらいの大きなパン、ミネスト

ローネスープから始まり、サラダ、メインはニューヨークス

トリップローストビーフ、シャンパーニュソースのサーモ

ン、あるいはベジタリアンパスタのチョイスでした。締めは

アイスクリームとコーヒーです。ボリューム満点で美味し

く、皆で舌鼓を打ちました。 

お食事中には全員で川柳に頭をひねりました。川柳の会の

シュミットまり子さんから頂いたお題は「やっと」でした。

作品は出来た順に短冊にしてボードに貼り付けられました。

楽しく微笑ましい川柳が沢山集まりました。（裏面に入賞作

品掲載） 

時の経つのも忘れ、終わったのはなんと4時間後の3時でし

た。皆で互いの無病息災を願いつつ、名残り惜しくお開きと

なりました。（新年会の写真は裏面） 

ジャパンクラブ2018年度  

定期総会/新年会1月21日開催さる 

明けましておめでとうございます 

皆様はどの様に新しい年を迎えられましたでしょうか。ジャ

パンクラブにとって昨年は長く理事として当クラブに貢献さ

れた沖山さん、後藤さんが日本に永住帰国され、皆様も寂し

い思いをされたことと思います。しかし、先だって開催され

た総会で新しく青柳篤子さんとクリスティ恭子さんが理事に

選任され、夫々会にとって大事なお仕事をして頂くことにな

りました。正式には次の理事会で承認されなくてはなりませ

んが、篤子さんは事務局長補佐として大隅現事務局長の仕事

を徐々に引き継ぎます。恭子さんは会計担当補佐として柏原

現会計理事の仕事を出来るだけ早く引き継ぎます。さらに昨

年、理事に就任した唐崎さんはニュースレター担当として既

に古田さんからの引き継ぎを進めています。事務局、会計、

ニュースレターはジャパンクラブにとって最も重要な部門で

あり、そこの顔触れが一新することは大変意義深いことで

す。  

総会に出席された作田領事も当地におけるジャパンクラブの

ユニークな存在を総領事館として高く評価しているとおっ

しゃいましたが、新しく変わりつつある体制の下、2018年は

当クラブのこれまでの流れが少しでも変わる年にしたいと思

います。会員の皆様も是非、既に予定されている行事に参加

して頂くと同時にジャパンクラブをこれからどの方向に持っ

て行くかの新しいアイデアを積極的に出して頂く様お願い致

します。 

 会長 上野正安  

会員継続の申し込みを済まされていない方は、至急お願いします 

「ジャパンクラブ会費」（継続会員は年会費35ドル）を添え

てお申し込みください。 
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ジャパンクラブ 2018年度事業計画 

2018年1月21日 第24回定期総会と新年会 （サウス・サンフランシ

スコのバスク文化センター）  

2018年 春 親睦ゴルフ大会（コース及び日時は未確定）  

2018年9月9日 BBQ ピクニック（San Mateo, Coyote Point Park）  

サンマテオの Coyote Point に場所を予約済、多くの会員、家族

の参加を希望します  

2018年 秋 講習会・講演会 （講師並びに内容と日時は未確定） 

その他  ・小旅行 ・食べ歩き会 ・川柳同好会 など同好会活動も

含めこれらの開催を検討して参ります。 

 

新会員自己紹介 中村潮さん 

新会員の中村潮と申します。昭和22年生まれの道産子です。

サンフランシスコのCPMCに18年間勤務して、昨年8月に退

職しました。どんなスポーツでも好きですが、特にテニスが

好きです。私自身、1週間に1-2回遊びます。ジャパンクラブ

には、講演会、勉強会などで皆様のご意見などを参考にさせ

て頂きたいと思います。宜しくお願い致します。  

新年会川柳入選作（選評：シュミット・まりこ先生） 

・やっとよね 夫婦で語らう おだやかさ 宇田川 雅子 

― 着想がよくて現実味があり余韻を残す素晴らしい句です

ね。夫婦は2人ですから、2人を省いて語らうに代えてみまし

た。  

・つながった 想いだしたよ 友の名を 青柳 篤子 

―「つながった」何が？どの様にして等など、考えさせられま

す。語呂がよくて活きいきした句で、読んでいて元気をもらい

そう。ユーモアがあって大好きな句です。 

・歳をとり ズボンのボタン やっと留め 大隅 敏男 

・あれこれと やっと覚え また忘れ クリスティー・恭子 

・新年会 やっと1句 川柳よんだ 宇田川 博文 

― 以上3作、どれもユーモアがあって、なるほど、と楽しめる

句ですね。 

39作中、5作の入賞でした。次回のお題は「異土」 です。締め

切りは3月15日ですので皆さん奮って作品をお送り下さい。 

2017年度会計報告 (Non-Profit Checking Account) 

Beginning Balance (1/1/2017)  ························ $2,304.31 
Profit during the period  ································ $1,077.32 
Ending Balance as (12/31/17)·························· $3,381.63  


